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1. はじめに 

 地方の山がちな地域である中山間地域において，過疎化・少子高齢化に伴う人口減少や，

それに伴う産業の空洞化，コミュニティ機能の衰退，といった問題の発生が指摘されてい

る(小田切，2009)．それらの問題を解決するためのツールのひとつに「地域通貨」がある．

地域通貨は，コミュニティ再生や地域経済活性化のための手段として実践されており，主

な目的として，1）特定地域での循環による地域経済の自律的な成長の確立，2）信頼を基

盤とした互報的交換の促進，3）市場で取引されないサービスの活性化，4）協同・信頼関

係を築いて，コミュニケーションを多様で豊かなものにする，等が挙げられる(西部，2002)．

商業利用と非商業利用が結びついた地域通貨の成功例として，大阪府寝屋川市の「げんき2」

がある．「げんき」は主にボランティアの対価として支払われ，受け取った「げんき」は地

元商店街での支払いに利用することができる．「げんき」は2004年に発行されてから現在ま

でにその発行枚数を4倍にまで伸ばしており，地元商店街の売上げにも寄与している． 

しかし，日本で導入された地域通貨の多くが導入から数年のうちに廃止や休止に陥ってお

り，地域通貨を使える店が少ない，特定の人や店にたまる，ボランティアの取引が少ない，

発行量が少ないといった原因から地域通貨が流通しなかったり，普及しなかったりする (与

謝野，2006)． 
特に過疎が進む中山間地域では，地域通貨を利用できる店が少ない，特定の人や店にた

まりやすいという2つの問題が大きい．これは，地域通貨流通のためにどのように循環構造

を形成するのかという地域通貨導入段階での発行流通の設計の問題だと言うことができる． 

地域通貨流通の設計で重要だと考えられる条件として，プレミアム率という地域通貨利

用時の割引率，および，ボランティアを地域通貨で取引可能にするかどうかという点があ

る．プレミアム率は地域通貨の流通速度を高め経済活性化の効果を大きくすると考えられ

ている(西部他，2008)．特に，店舗数が少ない中山間地域では，プレミアムが付いているこ

                                            
1 北陸先端科学技術大学院大学 知識科学研究科 〒923-1292 石川県能美市旭台 1 丁目 1 
2 http://www.tiikituukaneyagawa.org/ 
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とが地域通貨を利用しようとする誘因となるだろう．また，ボランティアへ利用可能にし

たことで商業利用のみでは流通ネットワークがつながっていない点をつないだ事例がある

(西部他，2008)． 

これらに加えて，地域通貨を給料として支払い可能にするかどうかという点も考慮すべ

きである．給料の一部を地域通貨で支払いすることにより，地域内の商店に地域通貨が滞

留してしまうのを抑制し，住民に対しては地域通貨を利用しようとする誘因となると考え

られるためである． 

 また，本研究では地域に対する価値観，通貨を利用する習慣に着目する．地域に対する

価値観とは，自分が住んでいる地域に対して貢献したい，地域内で買物をしたいといった

思いを表現したものである．通貨を利用する習慣とは，いつも使っているものだからとい

う理由だけで，法定通貨，又は地域通貨を利用することを表す．これは例えば，電子マネ

ーが実例として挙げられる．電子マネーの場合も初めに何かのきっかけで利用を始めると，

他の方法に戻さず使い続けるということが有り得る．地域を重視する価値観，地域通貨を

利用する習慣があれば，地域通貨の流通が促進されるのではないだろうか． 

 地域通貨の流通に関する問題を解決するための研究として，実際の地域通貨流通実験を

対象にネットワーク分析を行った研究がある(西部他，2005)．これは，実際の流通経路を実

証研究から明らかにすることを目的とし，地域通貨の流通速度が法定通貨を上回ることを

明らかにしたが，流通のための条件については説明されていない．林(2008)は地域通貨が滞

留しない条件を探るために地域通貨のゲーミング・シミュレーションを行い，所得の低い

地域の方が流通しやすいことを明らかにした．しかし，この条件は導入時に設計できるも

のではない．地域通貨導入段階での発行流通の設計を考える上では，現場の制度設計で活

用できる条件を探る必要がある． 

そこで我々は，地域通貨導入段階での発行流通の設計を考えるために，エージェントベ

ースシミュレーションを利用する．エージェントベースモデルは，モデル設計の自由度が

高いので，現実の状況を反映させつつさまざまな設定を検討することが可能である．また，

すべての変数の動きを観察・分析できるので，地域通貨の流通過程や条件が理解しやすい． 

 本研究では，エージェントベースシミュレーションを用いて，中山間地域で地域通貨を

流通させるための条件を明らかにすることを目的とする．具体的に対象として想定する中

山間地域は新潟県長岡市川口地区である．川口地区では，近い将来の地域通貨導入が検討

されており，地域通貨導入段階での制度設計を考える意義がある．そこでまず，川口の現

状を調査・分析する．ここで明らかになった現状を反映したエージェントベースモデルを

作成し，プレミアム率，ボランティア，給料といった前述の重要な条件を考えたシミュレ

ーションを購買行動や地域通貨発行量の観点から分析する．この分析で明らかになったこ

とから，地域通貨を流通させるための重要なメカニズムを考察する． 
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2. 川口地区の現状と分析 

2.1 地域通貨導入に向けた川口地区の動き 

 川口地区(旧川口町)は，新潟県長岡市南部に位置する人口 5000 人程度の中山間地域であ

る．中心産業は稲作を中心とした農業と畜産であるが，この 50 年間で人口が約 3700 人も

減少しており，高齢化と過疎によりその生産規模は低下しつつある．2004 年に発生した新

潟県中越地震において甚大な被害を受けたことから，人口流出がさらに加速し，同地区の

産業は大きな痛手を被った．その反面，震災からの復興過程において，住民自身が主体的

に地域を盛り上げていこうという意識が高まり，住民による地域づくり・NPO 活動が活発

となった．しかしながら，ここ数年町の復興が達成されていくにつれて住民主体の意識や

コミュニティ活動の低下が起こっており，一部の住民が地区全体の衰退に再び危機感を持

ち始めている．また，平成 22 年 3 月に旧長岡市と飛び地合併したことで旧川口町としての

一体感が失われつつあることに危惧を抱く住民も少なくない．こうした背景から，地区の

住民同士の結びつきを強めることと疲弊した地域経済の活性化を目的として，3 年前から地

域通貨導入に向けたワークショップや研究が行われており，地域通貨流通実験も検討され

ている(朝岡他，2010; 朝岡他，2011)． 

朝岡他(2011）によると，現在までに川口地区で導入が想定されている地域通貨は，商業

施設での支払いに利用されるだけでなく，ボランティアのような人的交流や情報交換を媒

介するツールとしての利用も考えられている．しかし，現在の川口地区の商業規模を考慮

すると，地区内で年間約 2 億円の売上げを誇る「道の駅 あぐりの里」と唯一のスーパーマ

ーケットである「安田屋」に地域通貨の利用が集中し，地域通貨が特定の箇所に滞留して

しまうことが予想される．また，震災復興のため，外部からの無償ボランティアが数多く

行われたことから，地域通貨を介した有償ボランティアが住民にどこまで受け入れられる

かも未知数である．このように効果的な地域通貨の循環を達成するためには，前章で述べ

た地域通貨流通に向けた問題点の解決が川口地区においても必要となる． 

 

2.2 川口地区の消費動向 

 川口地区における地域通貨の流通可能性と流通による効果について，新潟県が 3 年ごと

に実施している同地区での消費動向調査(新潟県，2011; 新潟県，2008)をもとに検討するこ

ととする．消費動向調査は，新潟県内の各市町村における買物地区別買物割合や中心市街

地商店街に対する住民の意識など調査したものである．調査品目は大きく最寄品，準買回

品，買回品の 3 つに分類され3，各市町村の住民がそれぞれをどの地域で購入しているかが

記されている． 

 現在までに実施された消費動向調査から，川口地区(旧川口町)の住民は地元以外に主とし

                                            
3最寄品とは日常的に高頻度で購入される商品のこと．生鮮食料品，一般食料品，日用雑貨等が含まれる．

買回品とはわざわざ手間と時間をかけて買い回る商品のこと．家具・インテリア，紳士服，呉服・反物・

寝具，スポーツ・レジャー用品などが含まれる．準買回品とは最寄品と買回品の中間に位置する商品のこ

と．医薬品・化粧品，電化製品，書籍・文具，普段着等が含まれる． 
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谷市で買い物をしている． 

 

表 1 旧川口町住民の買物地区利用割合(％) 

 地元内 旧長岡市 小千谷市 旧小出町 その他 

買回品 2.7 45.1 40.8 1.2 10.2 

準買回品 4.6 31.1 50.2 3.9 10.2 

最寄品 19.5 11.3 60.7 2.1 6.4 

出典：平成 22 年度消費動向調査報告書(新潟県，2011) 

 

表 2 は，過去 2 回の調査結果から旧川口町住民の地元購買率の変化を示したものである．

買回品，準買回品，最寄品のいずれの地元購買率も平成 16 年度の調査結果と比べて徐々に

減少していることがわかる．地元での購買が下がった分，小千谷市での購買率が増加して

おり，地元商店がそれまでの顧客を近隣の店舗に奪われていることがわかる．  

 

表 2 旧川口町住民の地元購買率の変化(％) 

 平成 16 年度 平成 19 年度 平成 22 年度 6 年間の増減 

買回品 6.0 5.0 2.7 -3.3 

準買回品 13.3 8.0 4.6 -8.7 

最寄品 33.0 24.6 19.5 -13.5 

出典：平成 19 年度および平成 22 年度消費動向調査報告書(新潟県，2008；新潟県，2011) 

 

 住民への商店街に対する意識調査から，川口地区での購買行動が減少している理由とし

て地元商店の「商品の品揃えが豊富でないから」，「商品の価格が高いから」という回答が

挙げられている．越後川口駅前にある東川口商店街にある商店街店主へのインタビュー調

査からも，川口地区の商店街は域外にある大型店との競争によって売上げと顧客を年々減

らしていることがわかった．しかしながら，現地調査から価格面で川口地区の店舗が割高

となっているのは買回品や準買回品に多く，最寄品の価格は旧長岡市や小千谷市のそれと

比較してもさほど差があるわけではないことがわかった．また，川口地区の住民が地元商

店街で買い物を行う理由として，「身近で気軽に買物ができるから」，「昔から利用している

から」といったものが挙げられており，地元住民同士の結びつきや購買行動の習慣といっ

た，域外店と比較して依然として有利な点も存在している．我々が実施した地元関係者へ

のインタビュー調査6からも，地元の商店街の顧客は距離が近いという理由で買い物を行い，

地域外の商業施設の顧客は価格の安さや品揃えに惹かれて買い物を行っているという情報

が得られた． 

                                            
6 2011 年 6 月 26 日に川口地区において，地域通貨の滞留が予想される「道の駅 あぐりの里」と東川口商

店街，中越防災推進機構の関係者へ地域通貨導入に関するインタビュー調査を実施した． 
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 以上のことから，地域内外における買い物には商店への距離と利便性・価格にトレード

オフが存在していることがわかり，多くの住民は距離よりも利便性・価格を重視して購買

行動をしているようである．しかしながら，最寄品に関しては価格差が小さく，発行され

る地域通貨にプレミアムをつけることで地元の商店街で購買する誘因となる可能性がある．

また，地域通貨を介したボランティア等で住民同士の結びつきを高めたり，地域志向の価

値観を高めたりすることで，地元での購買行動が増加する可能性もある．他にも地域住民

に地域通貨を使用させる機会を持続させることで，地域通貨を使用する習慣が形成される

こともあるだろう．この点において，地元関係者へのインタビュー調査からも，地域通貨

に対して地域経済や地域コミュニティの活性化を期待しているとのことであった．こうい

った要素，すなわち，プレミアム率，住民同士の結びつきや地域志向の価値観，地域通貨

使用の機会や習慣が，地域通貨の流通や購買行動にどのような影響を与えるかを，エージ

ェントシミュレーションを利用して調べる． 

 

3. モデル 

本研究では，地域通貨を導入した際に，それがどのように流通し，地域内外での住民の

購買行動がどのように変化するのかを観察するために，複数地域の商店と，そこから商店

の選択を行う地域内住民による購買活動を対象としたエージェントモデルを作る．以下で

は，購買行動を行うエージェントを「住民エージェント」，販売を行う商店を「商店エージ

ェント」と呼ぶ．  

  本研究では，プレミアム率という通常の地域通貨の制度設計パラメータに加え，地域志

向の価値観と地域通貨使用の機会・習慣が，購買行動や地域通貨の流通に与える影響を調

べたい．したがってこのモデルに，ボランティア行動が地域重視の価値観に影響するとい

う設定，地域通貨で給与を受け取ることで地域通貨の使用機会が増え，貨幣の使用習慣が

購買行動に影響するという設定を導入している． 

 本稿ではスペースの関係でモデルの概略のみを示す．詳しくは(高橋・小林・橋本，2012) 

を参照してほしい． 

 

3.1 概要：モデル化対象地域の構造，地域通貨，全体の流れ 

 本研究では，距離や性質が異なる３つの地域を仮定したモデル化を行う．これは 2 章で

示した，川口地区，小千谷市，旧長岡市という 3 地域を模している．それぞれ，「域内」，「域

外(近)」，「域外(遠)」と呼ぶ．それぞれの地域には最寄品のみを扱う商店，準買回品のみを

扱う商店，買回品のみを扱う商店の 3 種類の商店が存在するとする．各商店は，地域内か

らの距離，商品価格，利便性7という 3 つの性質を持っている．これらの性質は所属してい

                                            
7 ここで利便性とは商品の品揃えや，一度に様々な種類の商品が手に入る事，商品品質といった，距離，

価格では表現できない要素を表す． 
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エージェントは，毎ターン，購入先の選択と商品の購入を行う．商品購入後に，地域通貨

の購入を行う．最後に，今ターンの購入行動を基に購入先選択のための商店評価を更新す

る．ここまでの流れを全エージェントが行うことを１ターンとする．各エージェントは 30

ターン毎に一定額の収入を得る8． 

 

3.2 住民エージェントの行動 

  住民エージェントは各ターンで最寄品を，7 ターン毎に準買回り品を，30 ターン毎に買

回り品を購入する9．したがって，１ターンで最大 3 つの購入行動を行う．また，ボランテ

ィアを各ターンしてもらう，もしくはする可能性がある． 

 

3.2.1 商品購入先選択 

各住民エージェントは，商店の評価やこれまでの行動に基づいて，以下の 5 つの要因に

基づき，それぞれの選択確率に比例して購入先選択を行う． 

 

 地域通貨を使用する習慣 

人間には習慣があり，必ずしも合理的選択ではなくともこれまでの習慣に基づいた行動

をすることがある．貨幣の使用についてもこのような習慣的使用があると考える．購入先

選択としてこの要因が選ばれた場合，住民エージェントは域内の商店で購入する．この要

因の選択確率は地域通貨を使用することで上昇するが，使用しないと指数的に減衰する． 

 

 法定通貨を使用する習慣 

地域通貨と同様，法定通貨に関しても使用習慣があるとする．この要因が選ばれた場合，

住民エージェントは域外の商店で購入する．この選択確率は法定通貨を使用することで上

昇するが，使用しないと指数的に減衰する． 

 

 地域重視の価値観 

地域住民は居住地域を重視する価値観を大なり小なり持っており，この価値観が高いな

らば地域で買い物をするだろうと考える．したがって，この要因が選ばれた場合，住民エ

ージェントは域内の商店で購入する．我々のモデルでは，地域重視の価値観はボランティ

アと結びついていると仮定しており，この選択確率はボランティアをすると上昇し，ボラ

ンティアをしない場合は指数的に減少する． 

 

 商店の評価 

                                            
8 本モデルでは 1 ターンを現実の 1 日の行動とみなす．そのため 30 ターンを 1 ヶ月とし，30 ターン毎に

月給が得られるとしている． 
9 各商品の価格と購入頻度から，最寄品を毎日買う物，準買回品を週に 1 度買う物，買回品を月に一度買

う物と設定した． 
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住民エージェントはそれぞれ，各商店に対する評価を持ち，この要因が選ばれた場合，

評価が高い商店を選択する．評価は，商店が持つ上記の 3 つの性質(距離，商品価格，利便

性)に対応する 3 つのコストを，それら 3 要素に対して住民エージェントが持つ選好で重み

付けした総コストが低くなるように，ε-greedy 法という強化学習方法に従って更新する．

この要因の選択確率は，他の要因の残りで定まる． 

 

 地域通貨の残高 

この要因が選ばれた場合，住民エージェントは域内の商店で購入する．その選択確率は

各住民エージェントが持つ地域通貨の残高に比例する． 

 

3.2.2 商品と地域通貨の購入，収入 

 住民エージェントは選択した商店から，地域通貨，および，法定通貨を用いて商品を購

入する． 

域内商店を選んだ場合，全額地域通貨により支払いをする．そして，地域通貨を利用す

る際には決められたプレミアム分を差し引いた額の地域通貨を商店へ支払う． 

支払いの際に住民エージェントの持つ残高が足りない事態が生じ得る．もし法定通貨が

足りない場合は購入できないが，地域通貨が足りない場合は不足分をマイナスとして購入

することができる．そして、このマイナス分を法定通貨から地域通貨に交換する．ただし，

地域通貨購入は法定通貨残高がプラスの間のみ可能である． 

域外商店を選んだ場合は，全額を法定通貨のみで支払う．法定通貨残高が 0 円以下の状

態であれば購入は行わない． 

 住民エージェント同士の有償ボランティアに対して地域通貨を利用可能にした際の地域

通貨の流通について観察するために，ボランティアを商品のように売買可能にする．ボラ

ンティアをしてもらった住民エージェントは地域通貨でその対価を支払う．ボランティア

をしてもらう住民エージェントは，地域通貨を使用する習慣，地域重視の価値観，地域通

貨の残高に応じて確率的に決まる．ボランティアを行うかどうかがこの確率に従うのは，

地域通貨を使う習慣，地域を重視する価値観，地域通貨残高があるという状況はボランテ

ィアをしてもらおうと思う気持ちを促すのではないかと考えられるためである．ボランテ

ィアをしてもらう住民エージェントは，ランダムに選択した他の住民エージェントにボラ

ンティアをしてもらう． 

全住民エージェントは，30 ターンごとに一定額 85000 円の収入を得る．住民エージェン

トには 2 種類あり，域内の商店に勤めるエージェント(3 体＝域内の商店と同数)と，域外で

働くエージェントである．前者は商店から給与を得，そのうちある決められた割合は地域

通貨で支払われる．後者は全額法定通貨で得る．商店から住民エージェントへ地域通貨で

給料を支払い可能にするという制度設計をした際に，地域通貨がどう流通するかを観察す

るために，前者のような住民エージェントを設けている． 
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3.3 商店エージェントの行動 

  商店エージェントは，住民エージェントの購買行動(商店選択)に応じて代金を受け取る．

この販売代金が商店エージェントの収入となる．  

商店は域内と域外の 2 種類存在する．域内の商店エージェントは，全住民エージェント

の購買が終了した後，仕入れや地域通貨の換金を行う．このときの域内の商店エージェン

トの行動は次のような流れである． 

 

1. 仕入れ代金支払い 

前ターンに行った仕入れの代金を支払う．仕入れ代金は法定通貨でのみ支払うこと

ができる． 

2. 給料支払い 

商店で働く住民エージェントに給料を支払う．前述のとおり，給料は決められた割

合を地域通貨で出す． 

3. 換金 

仕入れ代金と給料の支払いにより法定通貨残高がマイナスになれば，その分だけ地

域通貨残高から法定通貨へ換金する．地域通貨残高が法定通貨のマイナスよりも少

ない場合は，法定通貨のマイナスは残る． 

4. 仕入れ 

販売された分だけ商品を仕入れる 

 

域外の商店エージェントの商品仕入・代金支払いはモデル簡単化のため省いている． 

 

4. シミュレーション結果と考察 

 シミュレーションの結果を提示し考察する．はじめに，発行主体が操作可能な重要なパ

ラメータであるプレミアム率を操作した際の結果を示す．次に，プレミアム率とは異なり，

発行主体の金銭的負担が低くて済む施策について考えることを目的とし，商店から住民エ

ージェントへ給料として地域通貨を支払う場合，ボランティアが価値観へ影響を与える場

合のシミュレーション結果を示す． 

 

4.1 実験パラメータ 

 実験に用いたパラメータ設定は次の通りである．住民エージェント数は 13 体，住民エー

ジェントが 30 ターンごとに得る収入の額は 85,000 円，商店エージェントの仕入れ代は購

入された商品価格×0.7 円である．各商店の距離コスト，価格コスト，利便性コストを表 3

に示す．距離コストは川口地区中心部から小千谷市街の直線距離である 9km，川口地区中

心部から旧長岡市街の直線距離である 25km を元に定めている．価格コストは 2 章で述べ
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た消費動向調査の結果と合致するようパラメータサーチを行って定めている．利便性コス

トは 3 章で述べた大小関係に従い，距離コストとトレードオフになるよう定めている． 

 

表 3：各コストの値 

  
距離 

価格 
利便性 

最寄品 準買回品 買回品

域内 1 20 50 100 100 

域外(近) 36 20 32 64 1 

域外(遠) 100 20 22 44 1 

 

住民エージェントの 3 つの選好はそれぞれ，平均 0.33，分散 0.1 の正規分布に従う乱数

で決定する． 

 

4.2 プレミアム率を操作した場合 

 まず，地域通貨に付与されるプレミアム率の大きさが域内外での購入割合にどのような

影響を与えるかを調べるため，プレミアム率を操作変数としてシミュレーションを行った．

プレミアム率の変化による影響のみを確かめるため，域内商店に勤める住民エージェント

に支払われる給料のうちの地域通貨の割合を 0％，ボランティア行動はなしとして実験を行

った． 

図 3 にプレミアム率を変化させた場合の買回品の域内外購入割合と地域通貨の総発行枚

数，図 4 に最寄品の域内購入割合を示した．図 3 と図 4 は同じ実験なので，総発行枚数も

同様である．図からプレミアム率が上昇するとともに域内の購入割合も上昇しているのが

わかる．それに応じて域外(近)の購入割合が下がっていることから，域外(近)の商店を購入

先として選択していた住民エージェントが，購入先を域内の商店に変えていることがわか

る．域内の商店の商品価格がプレミアム率に従って割り引かれることから，域内の商店の

価格コストが下がり，域内商店の評価が高くなるためである．域内の商店を購入先として

選択する住民エージェントが増えることで，地域通貨の総発行枚数もプレミアム率に比例

して増加する傾向にある．地域通貨は域内で商品が購入される際に発行されるため，総発

行枚数が域内の商店の売上高となる．このため，プレミアム率の上昇が域内の購入割合だ

けでなく，域内の売上高も増やしていることがわかる12．しかしながら，発行枚数が増える

ことは発行枚数にかかるプレミアム分を発行主体が負担するということであるので，域内

の売上高が増えるほど地域通貨を発行するコストが高くなる． 

                                            
12 この設定では，地域通貨の発行高は域内の商店の売り上げと等しくなる．なぜなら，住民エージェント

は商品を購入するのに必要なだけ地域通貨を購入し，域内商店では全額を地域通貨で支払えるからである． 
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住民が地域通貨を利用する習慣や地域通貨が地域活性化のためになるという価値観を変更

させることができ，かつ，その習慣や価値観を維持するコストがプレミアムを高く設定す

るコストより小さいならば，地域通貨を持続させられるだろう． 

西部(2010b）は，制度を 1）法律や規制などの主体にとって外在的な「外なる制度」と 2）

道徳・慣習，価値・規範などの「内なる制度」の 2 つに分類し，この 2 つとも変更させる

政策を進化主義的制度設計(メディア・デザイン)と呼んでいる．これは，主体の認知・行動

を規定する外なる制度の設計を変更することで，主体の全般的な認知・行動の仕方を変え，

望ましい社会的帰結を生み出そうとするものである．ある許容された範囲内で設定できる

プレミアム率のようなパラメータの操作は，中央政府や中央銀行のマクロ・パラメータの

調節と同じく，主体の戦略的適応行動を変化させるだけで，内なる制度の変化には繋がら

ない．ゆえに，大きなプレミアム率を維持し続けるという高いコストを払い続けなければ，

地域通貨を利用する誘因はなくなる． 

 では，上記の習慣と価値観といった内なる制度の変更を引き起こす外なる制度は，果た

してプレミアム率分を負担するよりもコストが小さいといえるのであろうか．地域通貨を

使用する習慣の形成は，コストが発生しない形で住民に地域通貨を提供し続ける仕組みが

構築できればよい．本研究のモデルのように地域通貨を給料の一部として支払ったり，何

かしらの対価として地域通貨を地域住民へ渡したりすることができれば，新たなコストが

生じずとも継続的に地域住民に地域通貨を利用する機会を提供することができる．プレミ

アム率の場合は，地域通貨の発行数(利用)と共にコストが増大していくため，地域通貨を利

用する習慣が形成できても，地域通貨そのものを維持することが困難となる． 

価値観を変更させるためには，地域通貨を利用してもらうだけではなく，地域通貨導入

の意義や目的，利用方法等を宣伝，教育する活動が重要となってくる．これらの活動のた

めには人材・お金・時間が必要となってくるが，地域通貨を利用しようという複製子がイ

ベントやボランティアを通じて人々へ伝播することで，教育や宣伝活動といった継続的な

コストを支払い続けることなく価値観の変更が達せられる可能性がある．つまり，主体の

相互作用により価値観が共有され，それがさらに主体へと影響を及ぼすポジティブ・フィ

ードバックが働くことで，コストが一定に抑えられる．2011 年 9 月，川口地区に震災を通

して育まれた「絆」の紹介や新たな交流を生み出す場として「川口きずな館」14がオープン

した．現段階の川口地区における地域通貨構想(朝岡他，2011)によると，この川口きずな館

はボランタリーを中心に持続可能な地域づくりを支える人材や情報の拠点としての役割を

期待されている．例えば，住民同士のボランティアのマッチングや地域通貨の啓蒙活動等，

川口きずな館が地域通貨を介した人と人を繋ぐハブとして機能することができれば，上記

の価値観による効果も大いに期待することができよう． 

 習慣の形成や価値観の変更は長い時間を有するものなので，意図した効果が短期間で現

れるとは考えにくい．継続的な助成が期待できない補助金を当てにしたプレミアムだけに

                                            
14 http://c-marugoto.jp/facility/kawaguchi.html 
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よる利用の誘因でも持続的な地域通貨の流通は期待できない．プレミアムは最初に地域通

貨を利用してもらうための呼び水として考え，合わせて地域通貨を利用する習慣や価値観

を形成するための仕組みを構築することが，持続的に地域通貨を流通させる上で重要なこ

とであると考える．時間をかけて主体の習慣や価値観を変化させることで，メゾである共

有された習慣や価値観が生まれ，またそれが主体へ影響を与えるというミクロとメゾの相

互ループが生まれるだろう(西部，2010a)．そしてミクロ主体の地域通貨利用によるマクロ

環境の変化，そこからメゾやミクロの変化というミクロ・メゾ・マクロ・ループによる循

環が内なる制度の変更をより強固なものとし，プレミアムの付与に比べて相対的にコスト

を下げると考えられる． 

 

6. 結論 

 本研究では，中山間地域である新潟県長岡市川口地区を模した地域における地域通貨の

流通に関するモデルを作成し，シミュレーションを行った．シミュレーション条件として

地域通貨のプレミアム率，給料として支払う地域通貨の割合，地域通貨を介したボランテ

ィアの可否等を操作して，域内外における最寄品，準買回品，買回品それぞれの購入割合

の変化を観察した．シミュレーション結果の分析から，地域通貨を使用する機会・習慣と

地域重視の価値観の間のポジティブ・フィードバックが働くことが，地域内で購買が行わ

れ，地域通貨が流通するために重要であることがわかった．このポジティブ・フィードバ

ックが働くためには，地域通貨で給料を支払うようにする，地域通貨で支払える割合を十

分高くする，ボランティアに対して地域通貨で対価を払うという仕組みが有効であること

が示唆される．また，地域重視の価値観を高め維持するためには，地域通貨導入の意義や

目的，利用方法等を宣伝，教育する活動が必要であるが，ボランティアやそのマッチング

を通じてこれを行うという方法が考えられる．このような，内なる制度の変更を引き起こ

す外なる制度の可能性を検討し試していくことが，持続可能な地域通貨を実現する上で，

非常に重要だろう．この検討を行うために，本稿で提示したようなシミュレーションによ

る制度設計の実験を行うことが有効である． 
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